
２０２４年１月号           ビジネス総研通信              第１３２号  

 

                  
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
      

 
 

 
 

土 佐 文 旦 
 

高知

におら

れる連

れ合い

のお友

達から、

毎年、

土佐文

旦をい

ただく。 

すっき 

りとして、おいしい。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
 

２０２４年を

迎えて 
大隈 信夫 

断捨離３年目。最終年度。 

今年は皆様に迷惑をかけな

いための断捨離３年目。仕上

げの年です。 

この間の２年間は、段ボー

ル箱２０個の廃棄資料など物

理的な断捨離を行った。 

引き続き、長年お世話になっ 

た書籍類に取り掛かろうと思 

っている。 

そして、もう一つの

断捨離。業務に関わる

引継ぎを本格的に進め

る年にしたいと思って

いる。 

しかしこれが、ちょ

っと厄介で、これまで

のお付き合いのある事

業所様との業務は、そ

れなりの年月を重ねて

築き上げてきた信頼関

係を基本の上に、実績

として蓄積されてきて

いる。 

この業務を引き継ぐ 

ためには、事業所様とのこれ

までの信頼関係の上に、新た

な関係を構築することが必要

不可欠だと考えている。 

幸いなことに、業務を引き

継いでもいいという奇特な方

も現れ、ちょっとほっとして

いるが、断捨離の大変さを改

めて感じている。 

２０２４年の展望。 

２０２３年の終盤にかけて

自民党の裏金疑惑は、多くの

国民の怒りが沸騰している。 

自民党派閥による政治資金

パーティー裏金事件は、強制

捜査を受けた安倍派、二階派

はもちろん、自民党五大派閥

全てが告発を受け、一大疑獄

事件の様相を強めている。 

自民党は、発足当初から保守

系各派が合同した派閥の連合 

体であり、大企業からの政治

献金に依存し、それぞれの派

閥が金の力を持って権力争い 

をすることで、一部の階層の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利害を基に離合集散と他党を

含む連衡を繰り返し、政権を

維持してきた。 

今回の政治資金パーティー

裏金事件は、このための金集

めの実態が端無くも露呈し、

さらに、相次ぐ物価高とそれ

に追いつかない賃金による国

民生活の厳しさの進行などに

よって、現在の自民党岸田政

権の支持率の続落、危機的状

況として明白に示されてきて

いる。 

２０２４年は、この金権腐

敗と国民生活無視か、真の政

治改革と国民生活重視の綱引

きが中心となることは間違い

ない。 

この課題もやっぱり難しい

が、自民党政権の断捨離１年

目となることが求められてい

るように感じている。 
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今月のスケッチ 

 スタ

コラ 
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似
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絵
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家
の
小
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み
ど
り
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キラーズ・オブ・

ザ・フラワームーン 

 

 

 
 
 

 

監督：マーティン・スコセッシ 

出演：レオナルド・ディカプリ 

ロバート・デ・ニーロ 

リリー・グラッドストーン 

ジェシー・プレモンス 

2023年 米：東和ピクチャーズ 
 

実話を基にしたデイヴィツ

ド・グランの小説「花殺し月

の殺人」を映画化。 

１９２０年代。オクラホマ

州の先住民オセージ族の人々

は、石油の発掘によって莫大

な富を得ることに。 

その後、白人たちが彼らの

財産を略奪するために乗り込

み、ついには殺人まで手を染

めてしまうのだった。 

ＦＢＩが誕生するきっかけ

になった大事件を描いた２０

６分の超大作。 

ディカプリオが演じたのは、

先住民の女性と結婚し、事件

のど真ん中に巻き込まれた白

人男性アーネスト。 

ひたすら豪華な顔ぶれで、 

金と利権と欲にまみれた人間

の闇を暴き出している。 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

「派閥解消」

のごまかし 
自民「刷新本部」 

 

自民党の派閥のパーティー

収入裏金事件は、多くの国民の

怒りと批判が沸騰し、支持率が

一気に減少して、危険水域に達

している。 

自民党は、こうした怒りと批

判をかわすために、「政治刷新

本部」を立ち上げ、国民へのポ

ーズをとっている。 

しかし、この「刷新本部」の

顔ぶれを見ると、岸田文雄首相

が本部長、派閥の領袖である麻

生太郎副総裁が最高顧問、３８

人のメンバーのうち１０人が

安部派、かって、政治資金の虚

偽記載で元秘書が逮捕され有

罪判決を受けた小渕優子選対

委員長も本部長代理などとな

っている。 

この顔ぶれにマスコミ報道

を見ると、識者のコメントでも

「刷新される人のリストでは

ないか」（斎藤幸平・東京大学

准教授）や、「安部派の１０人

のうち９人がパーティー収入

裏金の疑いがあり、適格性が疑

われる議員が議論するなど本

部自体の正当性が問われる」と

の報道など、まったくその本質

をついた批判だと思う。 

また、無派閥だとして菅義偉

前首相や小泉進次郎元青年局

長などを委員として「刷新」を

アピールしているように映る

が、これは、「自民党の金権政

治」を、「派閥が原因」であり、

「派閥解消」に矮小化する“目

くらまし”のようにしか見えな

い。 

現に、金権政治の根本にある

“見返りを求める”企業・団体

献金の禁止を含む刷新こそが

本質であるにもかかわらず、

「“派閥悪”の解消こそ」との

マスコミの論調も続いている。 
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年明け早々の能登地震、飛行

機事故、小倉の火災と衝撃の年

明けであった。 

能登ではまだまだ余震も続

き、被災者の救援、捜索もまま

ならない状況が続いている。 

一日も早い復旧・復興への道

のりが開始できるよう祈るば

かりだ。 

映画大好き

の山ちゃん

が、毎回、

自分の言葉

で執筆しま

す。 

 

 

 

くまさんのコンサル日誌 
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